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＜病棟連絡事項＞
・第2回院内勉強会は6/19のみメンタル病棟3階での実施となります。

・帯状疱疹ワクチン接種希望患者様がいた場合、薬局への発注依頼と医事への連絡が必要となります。予約伝票の確認と実施日の記載も忘れないでください。
＜患者様連絡事項＞
・伊藤　宏美様～6/23外泊で夫様迎えに来られた際に受診可能なのか確認するよう指示あります。（本人より甲状腺機能に関して内科種市HPへ受診希望あり）。受診するのであれば診療情報提供書を作成する為、主治医へ情報提供していきましょう。

・鹿原　一様～任意切り替えについて母様より了承いただいています。明日診察時切り替え予定です。
・川村　貞子様～6/26（木）に退院前訪問指導を実施について計画相談　関野氏より折り返しあり。6/26で対対応可能。できれば午前中から動き出せればとの事。具体的な時間は希望なく当院で調整でき次第連絡する事となります。
・風張　久美子様～6/19～モニラックシロップの処方あります。6/25～定期入りです。

・七戸　康憲様～DVDプレーヤー持参ありましたが、DVDがなく使用しないとの事でリネン庫保管としています。ゲーム機は6：00～21:00、病棟ルールを守って使用する事説明しています。
・西　和世様～眼鏡が届いており本人に渡しています。
・八森　啓子様～ＧＨミライフルへ退院しています。
＜ベッドコントロール＞
・中村　征美様～6/19東病棟へ転出予定です。

・転入予定の田中　倖太様は西Aユニットでの受け入れは困難のため、転入となる際は居室調整が必要。

＜要注目患者様ケース検討＞
・藪　真弓様～入浴時に、血液付着したリハパンを再度履こうとしており、スタッフより新しい物を履くよう促すと拒否があったようです。実際に出血持続しているのか不明確です。
・大平　佳奈様～日中は痙攣様の発作、演技的な様子なく経過しています。依存的とならないよう適宜対応していきましょう。
＜村上Dr.診察情報＞

・中村　征美様～幻覚妄想に左右されず落ち着いて過ごされ食事摂取され夜間良眠されている事、本日ゼプリオン筋注予定である事を情報提供行っている。診察時も不調訴え無く穏やかに返答されている。
ゼプリオン筋注に伴い、インヴェガ除剤の指示となり。他継続処方となる。
＜金Dr.診察情報＞

・中村　聡様～6/13に東病棟より転入となっていること、夜間良眠であること、他患者様へ菓子類をあげておりスタッフ介入要していたことを情報提供行う。
他患者へ菓子類をあげていたことに対して厳重注意受けており、糖尿病の患者様が菓子類を摂取することは命にかかわる場合もあることを伝えられているもしっかりと理解している様子はない。東病棟空き次第、転出させるよう指示あり。
処方変更なし。
・斎藤　恵里子様～依存的言動なく落ち着いて過ごされていること、本日夫様より架電あり6/22　9：00で退院希望あったことを情報提供行う。
退院許可あり、指示入力していただく。
処方は7月1日まで持参薬あり、次回外来まで不足しないよう2週間分退院処方いただく。次回外来は4週後で設定するよう指示あった。

・田名部　幸子様～確認は受け持ちスタッフにするようルールを設け過度な確認行為なく過ごされていること情報提供行う。
主治医より他者評価を気にして生活するよう伝えられるも首をかしげている。
また確認行為がゼロにならない限りは外出泊は許可できないこと伝えられている。
7月の市民病院の受診については可とするが、本当に母様が対応できるのかスタッフ対応とするのか確認するよう指示あり。そのことについて「母親は私を連れてくって言ってるので」と過度な自信あり。診察終了後、1個だけ聞きたいと主治医へ声掛けており「タオルの枚数の確認は確認に入りますか？」と。ルーティンのタオル確認に関しては確認行為のカウントとしないこと伝えられている。その後、診察介助ＮＳにも皮膚科の処置何時になりますか？の確認はカウントになりますか？と訴えており、皮膚科処置はＮＳが声をかけるので田名部さんから声掛けなくてよいことお伝えし了承あり。処方変更なし。

・福井　宏様～本人は穏やかで変わりなく過ごされていること、7/21の医療保護入院更新までに退院調整されないと自宅退院の方針となっており、家族様に毎月連絡するも施設連絡未の状況であったこと、大川PSWともやり取り行い退院調整に向けた主治医面談を行った方がいいのでは？とお話しがあったこと（PSW同席希望）を情報提供行う。6/23、24、25のどこかで主治医面談を行うため日程調整行うよう指示あり。処方変更なし

・松原　千積様～幻聴や妄想に左右された様子あり適宜不穏時薬内服していること、眩暈訴えあるもバイタルサイン異常ないこと、本日計画相談と面会し表情は暗いが落ち着いている様子であり元居た施設へ戻ることを情報提供行う。面談なしで退院させるのは非常に心配であり、本人の状態や今後について主治医より面談行うため、6/23、24、25のどこかで日程調整行うよう指示あり。処方変更なし。
＜作業療法参加状況確認＞

・越後　京子様～歩行訓練拒否的。体力・筋力落ちている為、転倒リスクあり。
・野坂　翔様～絵のリクエストについての要求が強くなってきている（検索でなかなか出ないような物）

　　　　　　　作業で漫画をかいているが、メリハリつける為余暇時間でやってもらうように伝えていく予定。作業でやるような事を余暇時間にやっていた場合は、作業でやるよう声掛けしてほしいとの事。
＜業務改善検討＞

◇買い物の残金確認の用紙
・現時点で転入された患者様の更新がされていない
・介護さんの業務負担になるのでは？
・担当スタッフで残金確認しており、担当Ns、Cwで相談し必要な人だけ用紙を使用していく？　

・残金はタブレットで確認できるため用紙に残す必要はない？

→とりあえずは用紙は使用せずに管理していく。不備や改善必要な事が出てきた際は
都度カンファで話し合う。
◇CSタブレット確認
深夜帯で介護スタッフが確認する。
＜倫理カンファレンス＞
	事例
	要求が頻回で、その度に親に電話をして欲しいと話し掛けの多さが見られていた。電話をしないと電話をするまで何度も来詰頻回あり。受け持ちスタッフの勤務の確認をしたり、勤務時間前にはオートドアの前にて待ち伏せをしていた。



	良い結果
	電話制限を週1回にする事で本人様も納得されて、要求も少なめになり
火・土曜日の母様が洗濯を受け取りに来た際に、電話ではなくメモにて渡す事が多くなった。母様も助かりましたと話されていた。


	該当する
倫理指針
	善行
常に個別的なアプローチと温かい配慮持って接する様に努める。その際対象となる人々の求める看護と提供されているスタッフが一致するとは

限らない。そのような場合でも、対象となる人々が不利益を破らない様に配慮し、より望ましい看護を提供する為に人間性や生活、病状、背景等を考慮し、対象となる人々とのパートナーシップを高めながら、最善の利益に基づいて納得のいくまでも話し合って、再考する。

患者のニーズに即した援助を行う為に患者様との関係を育てていく。




	事例
	業洗→自己洗濯をしたいと希望があり（毎日頻回に、洗濯についての訴えあり）、1ヶ月お試しで自己洗濯を開始する事になった。結果、担当スタッフとした約束事（洗濯する頻度、洗剤の使用方法）守れず、洗濯に執着し日課支障、他者トラブルへの発展となった。洗濯機の使用方法について他患者様からのクレームもあり業洗に戻した。


	良い結果
	洗濯機使用に関してはADL的には問題無いが、約束事を守っての使用ができていない事を実際に自己洗濯する事でみえてきた部分があった。
1ヶ月限定でと前置きしていた為業洗に戻した後の不穏さなく経過。洗濯への執着が無くなり、日課使用、トラブルなく過ごされている。
患者様の意志を尊重しながらも退院支援につながる（就労は難しい、イレギュラーな事が増えると精神症状に支障がきたしやすい）アセスメントに繋がった。

	該当する
倫理指針
	・自律尊重、善行
患者のやりたいという意見を尊重して自己洗濯開始とした。業洗へ戻す事について、入院中は他者との共同生活で、ルールは必要になってくるため守って使用をしていただきたかった事はお伝えし、「約束を守れなかった」と振り返りがある。


